
　

昨
年
の
大
崎
の
米
は
、
収

量
、
品
質
、
等
級
と
も
最
悪

の
状
況
で
あ
っ
た
。
九
州
農
政

局
統
計
部
が
地
域
農
家
の
経

営
調
査
を
実
施
し
て
い
る
が
、

そ
れ
に
よ
る
と
10
ア
ー
ル
当
た

り
の
収
入
は
約
６
万
５
千
円
、

経
費
が
約
６
万
円
で
所
得
は

わ
ず
か
５
千
円
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
収
量
、
品
質
低
下
の

要
因
は
何
か
。

日
照
時
間
不
足

町　

長

　

日
照
時
間
が
少
な
か
っ
た

こ
と
が
要
因
の
一
つ
と
聞
い

て
い
る
。

日
照
時
間
は

 

平
年
の
48
％

中
倉
議
員

　

出
穂
後
20
日
間
の
日
照
時

間（
登
熟
期
間
）は
過
去
３
ヵ

年
平
均
で
78
時
間
で
あ
る
が

昨
年
は
38
時
間
で
約
半
分
の

日
照
時
間
と
な
り
、
乳
白
米

や
心
白
米
が
増
加
し
、収
量
、

品
質
低
下
の
要
因
と
な
っ

た
。
今
後
は
普
通
水
稲
へ
変

え
る
考
え
は
な
い
か
。

早
期
水
稲
を
継
続
す
る

町　

長

　

本
町
の
早
期
水
稲
は
防
災

営
農
、
超
早
場
米
、
転
作
奨

励
金
等
の
利
点
が
あ
る
の

で
、
当
分
は
早
期
水
稲
を
継

続
し
て
推
進
す
る
。

超
早
場
米
の

 

特
長
を
生
か
せ

中
倉
議
員

　

早
期
水
稲
を
継
続
し
て
推

進
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
超
早

場
米
と
し
て
付
加
価
値
を
付

け
て
有
利
販
売
で
き
る
よ
う

農
協
に
働
き
か
け
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

農
協
と
一
体
的
に

 
取
り
組
ん
で
い
る

町　

長

　

農
協
の
稲
作
部
会
の
中
で

生
産
か
ら
販
売
ま
で
一
体
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

価
格
下
落
対
策
は

中
倉
議
員

　

町
長
は
施
政
方
針
の
中
で

小
規
模
農
家
が
元
気
を
出
せ

る
よ
う
支
援
す
る
と
言
っ
て

い
る
が
、
具
体
的
支
援
を
し

て
い
る
の
か
。

10
ア
ー
ル

 

１
７
８
５
円
支
払
う

町　

長

　

予
算
的
に
は
、
水
田
農
業

推
進
協
議
会
と
し
て
、
国
の

稲
作
構
造
改
革
促
進
緊
急
対

策
で
支
払
う
予
定
で
あ
る
。

新
し
い
米
づ
く
り
の

 

施
策
は
何
か

中
倉
議
員

　

県
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
で

は
、近
年
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
、

出
穂
の
変
動
が
大
き
く
、
品

質
、
収
量
が
不
安
定
で
あ
る

と
分
析
し
て
い
る
。
こ
れ
に

替
わ
る
品
種
を
ど
う
す
る
の

か
。イ

ク
ヒ
カ
リ
を

 

普
及
す
る

町　

長

　

早
期
水
稲
の
新
品
種
と
し

て
、
イ
ク
ヒ
カ
リ
の
栽
培
体

系
を
実
証
す
る
。
ま
た
、
田

植
時
期
、
栽
植
密
度
、
施
肥

等
の
新
技
術
の
研
修
会
を
実

施
し
た
い
。

中倉　毅 議員

新
し
い
米
づ
く
り
に
取
り
組
む

大
崎
の
米
づ
く
り
を
ど
う
す
る
の
か
！

左側がコシヒカリ、右側がイクヒカリ

おおさき議会だより　⑩


